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　12月14日、大隅広域公園大隅
の家で「そば打ち体験教室」が開
催されました。
　当日は、家族連れなど約50人
が参加。そば粉を練り上げる作業
や麺棒で均等に伸ばす作業などに
悪戦苦闘しながら楽しくそば打ち
を体験しました。最後は、自分た
ちで作った手打ちそばを試食。
「おいしい」と笑顔で話しなが
ら、舌鼓を打っていました。

年越しにかかせない
「そば打ち」を体験

　12月21日、大隅広域公園大隅
の里で「ミニ門松作り体験教室」
が開催されました。
　これは、日本の伝統風習である
門松を作りながら親子で触れ合っ
てもらおうと行われたもので、親
子連れなど約70人が参加。親子
で力を合わせて、ミニサイズなが
らも見事な門松を作り上げ、参加
者は「早く家に飾りたい」などと
満足げに話していました。

ミニ門松作り
体験教室が開催

武道の「心」「礼法」を再考串良中２年生が
モザイクアートで名画ゲルニカ

　11月28日、リナシティかのやの国道504号側の
ガラス窓に、ピカソの名画「ゲルニカ」を原寸大で
描いたモザイクアートが展示されています。
　これは、平和学習に取り組んでいる串良中２年生
42人が平和への願いを込め、約２週間かけて製作
したもので、縦3.5m、横7.8mあり、１㎝角にカッ
トした全８色の画用紙をコンピューターで処理した
下地に貼り付けて完成させました。大きな窓越しに
展示された瞬間、下から見上げていた生徒たちは大
きな歓声をあげて感動していました。この「ゲルニ
カ」は１月31日まで展示される予定とのことです。

　12月７日、鹿屋体育大学で「国際武道シンポジウ
ム」が開催されました。
　これは、「武道の『心』を伝え育む」をテーマに、
国際的な礼法の意義を再検討しようと開催されたもの
です。午前中は柔剣道ワークショップが行われ、日本
を代表する柔道家の棟田康幸さんと剣道家の宮崎正裕
さんが中・高校生を対象に実技講習を行ったほか、午
後からはロサンゼルスオリンピック金メダリスト山下
泰裕さんの講演やパネルディスカッションが行われ、
「武道の心を通して世界平和に貢献できる人間になろ
う」と呼びかけました。

鹿屋の特産「さと芋」で作った
お菓子の試食会が開催中央消防署に高規格救急車が寄贈

　12月17日、大隅肝属地区消防組合中央消防署に
高規格救急車が寄贈されました。これは、社団法人
日本損害保険協会から寄贈されたもので、同協会は
昭和46年から全国の自治体に救急車を寄贈してい
ます。高規格救急車は、救急救命士が救急現場や搬
送途上における応急処置への対応ができるよう整え
られた救急車両で、これにより、中央消防署には高
規格救急車両が２台となりました。大隅肝属地区
消防組合管内の救急車出動件数は年間約5,500件で、
この救急車は寄贈の翌日から運用が開始され、地域
住民の救急救命の一翼を担うことになります。

　12月３日、鹿屋本町一番商店街にある「まちな
かキッチン」で、さと芋で作ったお菓子の試食会が
行われました。
　これは、鹿屋商工会議所中小企業委員会が、県内
一の産地である「さと芋」を使ったお菓子を開発し
て地域の活性化を図ろうと、昨年秋から取り組んで
きたもの。当日は、４種類の試作品が出され、同会
議所女性会メンバーや報道関係者など約20人が、
味や見栄え、商品のネーミングなどについての意見
を交わしました。このお菓子は、秋ごろまでに正式
に商品化する予定とのことです。

元オリンピック選手の信田さんが
寿小学校の児童に体操を指導

　12月３日、寿小学校でソウルオリンピックに出場
した元体操選手の信田美帆さんによる体操教室が開催
されました。
　この教室は、財団法人日本体育協会のトップアス
リート派遣指導事業の一環で行われたもので、当日は、
寿小学校の全児童568人が参加。信田さんが、体育館
で宙返りやマット運動などの模範演技を披露すると、
オリンピック選手の技を間近で見た子どもたちは大き
な歓声をあげていました。その後、子どもたちは信田
さんの指導を受けながら跳び箱やマット運動などを行
い、体を動かす楽しさと体操の魅力を学びました。

　12月20日、リナシティかのや
で、「ポニョっともちつき体験」
が行われました。
　これは、映画「崖の上のポニョ」
の公開に合わせて行われたもので、
当日は、親子連れなど約400人が
参加し、臼と杵を使った昔ながら
の餅つきを体験しました。最後に
は、つきたての餅の試食も行われ、
参加者は自分でついた餅をおいし
そうに食べていました。

ポニョっともちつき体験

　12月17日から20日（３泊４日）
にかけて、串良公民館で「串良ふ
るさと学寮」が行われました。
　これは、子どもたちが家庭を離
れ、集団生活を体験することで自
主性や主体性などを培うことを目
的に行われたもので、小学校４
年生から６年生までの23人が参
加。子どもたちは、食事を自分た
ちでつくるなどして集団生活を行
い、交流を図っていました。

子どもたちが
集団生活を体験
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